
食道・胃・大腸・胆膵疾患の内視鏡検査・治療に携わる内視鏡のスペシャリスト。臨床だけでなく医学研究を通じて医療の発展にも
尽力する。今年スペインで開催されるヨーロッパ消化器内視鏡学会（ESGE Days)ではARMPに関する学術発表を予定している。 む
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食道胃接合部が緩んでしまうと逆流
防止機構が働かず容易に胃液が食
道へ逆流する。

食道内への胃液の逆流

食道
胃液

胃

食道胃接合部の緩み
ゆる

お薬だけでコントロール可能な方 従来は外科手術が必要だった方

ARMSで治療可能な方

ARMSPPI／PCAB
Nissen
手術
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副院長  兼  消化器内科・内視鏡センター部長

ARMP前

ARMP中

ARMP終了時

食道胃接合部が緩んでいる

噴門部粘膜を2/3周ほど剥離し切除

潰瘍を糸とクリップで縫合閉鎖
食道胃接合部の緩みは既に改善
している

ARMP前

ARMP3ヶ月後

食道胃接合部が緩んでいる

食道胃接合部の緩みは改善している 
（食べ物の通過は問題なし）

Asai Satoshi
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当院でARMPを行った
GERD患者さんたちの治療
前後でのGERD-HRQL（※）
の平均値の比較です。治
療前後で数値は1/3以下
になり、生活の質が明らか
に改善していることがわか
ります。

※「GERD症状による生活
の質の低下」を数値化した
もの。数値が大きいほど生
活の質が落ちていることに
なる。

質
の
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生


